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九
月
一
臼
は
、
防
災
の
臼
で
す
。
平
塚
市
で
は
、
大
地
震
に
備
え
「
地
震
対
策
強
化
計
病
問
」
を
や

心
に
、
万
全
な
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
も
市
内
全
媛
に
結
成
さ
れ
、
地
域

ぐ
る
み
の
防
災
対
策
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
震
を
迎
え
撃
っ
た
め
に
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
各
家
庭
の
防
災
対
策
が
必
婆
で
す
。
大
地
震
は
芯
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
昨
年
五
月
に
起
き
た
「
日
本
一
海
中
部
地
震
」
で
は
、
日
ご
ろ
忘
れ
て
い
た
げ
津

波
の
恐
ろ
し
き
H

も
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
は
、
各
家
縫
の

n
防
災
対
策
υ

を

も
う
一
度
見
産
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

地
擦
の
直
控
は
、
南
部
族
自
安
苔
を
健

か
め
る
た
め
む
電
語
が
重
な
り
、
電
語

が
通
じ
な
く
な
り
ま
す
。

一
般
白
家
庭
を
考
え
た
覇
台
、
む
主
ま
た
、
子
供
者
心
配
す
る
あ
ま
D
、

人
は
、
勤
め
が
大
事
な
の
で
非
常
白
時
学
校
へ
か
け
つ
け
た
り
し
た
お
母
さ
ん

は
職
場
に
戻
る
こ
と
も
あ
れ
νま
す
。
い
も
い
た
の
で
、
い
ら
ー
ぬ
混
乱
が
起
こ
り

ざ
と
い
う
と
き
の
主
婦
四
位
割
は
、
非
ま
し
た
。

夜
中
に
河
田
か
余
震
が
あ
っ
た
た
め
常
に
大
き
い
と
患
い
ま
す
。
「
そ
り
夜
自
む
ろ
か
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
白
鷺

ロ
l
yク
は
魚
〈
て
つ
け
ら
れ
ず
、
ガ
ひ
と
晩
は
、
自
分
の
芋
で
載
が
賓
と
宮
族
聞
の
連
組
方
法
主
話
し
合
っ
て
お
く

ラ
ス
の
散
乱
し
た
中
を
詐
く
こ
と
も
で
旗
与
を
守
る
」
心
替
え
が
必
要
で
す
。
べ
き
で
す
。

き
T
邸
め
ま
し
た
。
櫨
中
竜
般
は
、
一

震
に
一
姐
だ
け
で
な
く
、
最
低
一
人
一

個
ま
く
ら
一
も
と
に
置
い
て
お
く
ζ

とが

必要で一す。
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5、狭い路地、稼ぎわ{ま危険
ガラスの破片tJf落ちてきたb、ブ

ロック塀が倒れて昔ます。

堅苦季語初年8JH5箆

乙
由
郡
舗
は
、
「
耕
輔
戒
宣
言
が

発
令
」
と
い
目
立
僧
報
伝
達
罰
艇
も

合
歪
れ
て
い
る
た
め
、
午
前
九
時

に
な
る
と
市
内
一
斉
に
、
サ
イ
レ

ン
へ
紡
災
援
且
守
〉
を
鳴
ら
す
。
サ

イ
レ

y
は
、
市
内
五
十
か
薪
の
広

報
輯
祭
が
ら
出
苔
れ
る
も
自
で

九
月
一
呂
田
紡
災
の
日
に
、
市
四
十
五
秒
鳴
ら
し
て
、
十
五
移
休

職
員
と
地
震
災
博
警
戒
本
部
百
円
安
み
が
一
一
一
回
韻
り
返
さ
F

れ
る
。
ぜ

対
韓
に
し
た
、
予
知
対
応
抑
制
防
災
ひ
、
サ
イ
レ

y
を
掻
認
し
て
い
た

部
緩
が
行
め
れ
る
。
だ
苦
}
た
い
。

ま
た
、
欝
璃
客
一
一
日
の
広
報
肩
け

ん
謹
講
を
品
市
役
扇
に
掲
出
す
る
。

時
間
は
九
時
二
十
分
か
ら
十
時
一

十
分
ま
で
。

に ill津波、がけ崩れに注意
地盤の由るいとζろ、石垣、がけ

に近いところは早〈避難しましょう

8、津波、浅水!こ注意

君、余震壁、怨れず、ヂ?に迷う

テレピやラジヌ?で工Eしい情報をつ

かみ、持静に行動しましょう。また

、市役Ffiや梢防響、軍事諜署、のお知

らぜにしたがいましょう。

2、ああてて外iこ飛び出すな

3、1分過ぎたらltず安心
どんなに大きな地震でも、:大きく

揺れるのは1分以内です。大きな杭

などに身を隠し、綾子をみましょう D

ヰ、火が溺たらltず消火
消火鍔はどιにあるのか、使い方

も覚えてお告ましょう。夫弁に火tJ'

まわる初なら、消火器で梢火ずるζ

とカミで宮ます。

旬、秩序を守り、衛生!こ注意

いらいらしたb、自分勝手になる

ζ とは、勉霊璽よ "ζわい散で"0

5、避難iま歩いて
消火、救急などの障害となるので

自動車での避難はやめましょう。

る

します

友
好
都
市
で
あ
る
柁
壌
市
長
の
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
田
万
之
勧
誌
が
、
七
月
十
五
百
葬
儀
は
、
七
月
二
十
八
日
午
前

す
い
が
ん
の
た
め
、
盛
時
州
市
の
岩
十
時
か
ら
、
告
別
式
は
市
浅
野
と

苧
琵
斜
文
学
付
属
病
院
で
死
去
さ
し
て
午
前
十
一
時
h
r
b、
府
議
市

れ
ま
し
た
。
慎
し
ん
で
お
樺

A
4
民
会
福
宮
行
わ
れ
ま
し
た
。

市

民

相

談

室

匁

!

一

一

一

一

内

線

二

九

一

品

。
人
権
法
樺
相
談
「
8
月
幻
自
〈
[
火
)
、

9
月
4
日
〈
火
〉

。
行
政
務
骨
相
談

F
U時
I
M時

〈
〉
一
般
法
骨
格
絞

9
月
F
O
臼
(
木
)
、

9
月
日
臼

g

予
約
制
(
寵
語
で
も
可
)
、
ロ
時
f
M叫持

。
宅
地
獲
物
拐
殺

8
丹
羽
白
〈
火
〉
、
お
時
5
M時

予
約
制
(
常
語
モ
も
可
)

。
拍
車
記
、
併
託
、
滞
毅
相
談

9
月
日
日
〈
品
也
、
円
以
除
i
m持

。
住
宅
稽
談
、

8
年
幻
自
〈
市
心
、
ぬ
持

f
m時

。
定
制
年
金
暗
相
談

9
一
月
刊
品
尽
(
木
〉
、

m時
f
m時

。
一
融
市
民
椙
談
毎
日
〈
た
だ
し
、
土
噛
百
は
捻
時
ま
で
、
日

瞳
・
祝
H

口
は
除
〈
〉

。
消
費
量
制
相
談

8
月
百
(
会
、
担
臼
〈
合
、

9
月
7

日
〈
金
)
、
叩
時
1
時
時

。
艶
明
曙
韓
特
許
治
問
眠

9
月
3
g
A
U河
〉
向
山
時
1
日
時

。
下
務
取
引
相
級

8
h
H
日
日
(
木
〉
、
日
時
間
相
同
刀
1
日均時

お気軽に」
費
少
年
帽
相
談
室
(
市
民
セ
ン
一
千
二
階
〉
お
!
七
三
一
一

月
i
金
調
日
9
時
1
M時
土
曜
百
は
口
時
ま
で

徳

社

会

館

お

i
ニ
ー
一
三
一
町
一

。
心
警
と
泊
談
毎
週
月
曜
夜
八
揮
五
毒
〈
〉
、
日
時
i
露

。
母
ぞ
お
談
毎
選
月
1
金
曜
日
刊
日
時
5
お
時
お
分

。
寂
経
兇
鐙
格
制
剛
一
時
過
月
5
金
曜
臼
、

9
時
I
お
時

。
高
齢
者
職
講
指
紋
毎
週
月
j
金
曜
日
、

9
時
お
分
5
話
時

土
盟
日
は
間
以
時
ま
で

。
老
A
4橋耐
M

同
日
毎
週
火
・
木
曜
日
〈
た
だ
し
、
祝
百
の
橿
申
告
は

体
み
〉
、
午
前
閉
山
時
i
u時
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官
官
フ
。
な
お
、
受
け
付
け
は
、
十
一
月
一

一
か
ら
主
百
ま
で
各
幼
稚
閣
乏
生
つ
一
炉
、

一
顕
に
よ
り
受
け
付
け
時
間
帯
若
干
の
相

昭
和
六
十
年
度
の
幼
稚
閥
均
む
葬
捷
一
濯
が
あ
る
。
直
接
訪
植
田
拙
へ
問
い
合
わ

各
闘
の
協
力
に
よ
り
、
市
立
幼
雄
一
ぜ
を
。

日

d
a
♂

)、‘s
v

v

g

d

v

 

~
h
y
~
 

}
、
/
ヤ
反

プ

ト

ボ

ー

ル

部

制
出
県
本
荘
前
可
行
わ
れ
て
い
商
業
を
二
対
一
主
破
り
、
初
憧
勝

た
全
調
高
等
学
校
結
合
体
育
大
会
を
飾
り
日
本
一
と
な
っ
た
。

〈
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
〕

Y
ブ
ト
ポ
i

八
月
六
日
午
前
九
時
五
十
分
、

ル
の
部
に
出
崩
し
て
い
た
県
立
平
平
塚
駅
に
到
着
し
た
制
緩
川
監
膏

援
商
業
高
等
学
校
女
子
ソ
ブ
ト
ボ
以
下
選
手
一
行
は
、
歓
迎
に
戸
迎

i
ル
部
は
、
熱
戦
由
来
見
事
念
願
え
た
市
民
や
宇
嗣
関
偶
者
に
も
み

白
初
蝿
勝
安
婦
っ
た
。
〈
ち
ゃ
に
さ
れ
な
が
ら
も
、
罷
勝

試
合
は
、
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
旗
そ
し
っ
か
り
手
に
持
ち
、
元
気

平
壇
商
業
語
校
が
、
準
々
訳
勝
栃
に
瞳
勝
由
報
告
を
し
た
E

木
県
代
衰
の
足
利
苧
麗
を
一
一
一
対

1
1写
真
は
、
平
車
駅
前
マ
花
束

。
、
躍
世
勝
徳
島
商
業
を
五
対
O
、
を
受
け
取
る
平
商
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

決
勝
は
興
事
県
代
衰
の
熊
本
女
子
部
1
1

膏
の
た
め
、
六
月
四
日
と
ふ
五
白
色
二

回
に
分
け
て
ヒ
ナ
を
取
り
寄
ぜ
、
一
ニ
、

四
年
の
児
童
が
筒
曹
を
一
担
当
、
ド
ッ
グ

ア
I
ド
や
給
量
の
残
り
を
年
え
て
、
大

事
に
宵
て
、
成
長
の
過
韓
や
生
盟
な
ど

む
観
世
間
山
伝
統
け
工
き
た
e

ヒ
ナ
も
大
き
い
も
6
で
は
五
十
持
ぐ

ら
い
に
班
長
し
た
た
め
、
ま
た
、
夏
休
み

を
通
一
え
る
た
め
、
七
月
十
九
日
児
童
の

手
で
た
め
抱
に
放
す
こ
と
に
な
っ
た
@

放
さ
れ
た
ア
ヒ
ル
は
、
一
元
気
よ
く
品
開

吉
出
し
、
心
配
し
て
い
た
児
童
た
ち
を

喜
ば
せ
た
。

た
め
池
は
、
昭
和
八
年
に
か
ん
が
い

用
の
た
め
に
造
ら
れ
た
約
二
千
平
方
針

き
沢
小
学
校
〈
丸
島
英
夫
校
長
)
の
り
池
で
、
平
塚
八
景
の
「
霧
降
り
の

一
一
一
、
四
年
空
白
児
護
た
ち
が
育
て
で
き
滝
」
白
下
流
じ
あ
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

た
ア
ヒ
ル
五
十
羽
秒
、
申
告
沢
の
た
め
!
ス
と
し
て
利
泊
さ
れ
て
い
る
が
、
元

誌
な
ア
ヒ
ル
宅
Lよ
り
、
新
レ
い
名
前

児
童
の
情
揖
教
が
増
え
士
つ
で
あ
る
。

円v
願
書
受
け
付
け

9
舟
叩
日
ま
で
一
十
一
一
一
日
(
京
)
か
ら
八
月
二
十
八
日
一
年
〉
、
持
意
議
字
〔
溌
揺
2
年
)
・
午
能
岡
崎
公
民
館
、
土
盤
公
開

Fd

v試
験
期
日
ロ
月
9
日
(
金
〉
一
〈
火
〉
ま
で
、
長
崎
圏
平
堵
間
八
階
催
一
マ
高
校
庄
の
部
片
桐
取
手
(
阻
マ
8
島
一
泊
日
(
火
)

マ
試
験
掛
[
目
中
学
校
四
国
語
、
社
一
車
場
に
展
示
さ
れ
る
。
(
入
璃
由
自
ニ
語
短
大
付
属
2
年

)

圃

午

前

総

公

民

館

会
、
数
学
、
間
話
、
外
国
語
(
英
語
)
一
入
選
者
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
ニ
マ
一
般
白
部
該
当
な
L

a

午
接
金
日
公
民
館

マ

問

い

合

わ

せ

先

県

教

育

委

員

会

特

二

ポ

ス

タ

ー

の

部

・

章

一

円

空

襲

警

捜

日

マ

8
易
自
主

融
持
教
育
諜
指
導
係
(
唱
話
。
四
五
1
1
一
一
一
中
小
学
笠
の
部
末
松
智
行
(
松
延
l
一
期
真
弓
〈
大
住
中
1
年
)
、
鬼
塚
綾
一
・
午
前
須
提
公
民
館

0
7二
二
塁
五
一
二
三
思
〉
一
台
、
佐
藤
大
〈
金
田
2
年
三
富
田
一
子
、
佐
藤
静
、
問
書
、
構
語
、
一
語
、
受
話
器
、
午
前
の
却
が

一
一
朗
〈
畦

2
5、
捜
本
態
一
(
喜
一
久
保
寺
普
(
以
上
大
住
中

2
5、一
9
時
か
ら
ロ
撃
で
、
基
認
は
1

一
3
年
)
、
本
城
恵
望
(
豊
田
4
日
午
)
、
一
石
掘
多
恵
、
永
井
靖
人
、
町
村
虫
、
月
一
時
か
ら
3
時
ま
で
。

一
長
野
裕
子
(
山
下
4
号
、
臨
重
隆
一
本
紀
子
、
中
富
聾
(
以
夫
信
3
一

兜

童

扶

養

手

当

…
(
松
原

ι年
)
、
永
井
一
思
チ
〈
潜
5
年
)
、
一
年
)
、
豊
田
挺
明
、
飯
坂
智
子
(
以
上
一

一
原
田
公
恵
(
岡
崎
6

5
、
佐
藤
苦
龍
一
春
日
野
中
1
号

、

今

井

捻

(

春

日

野

一

の

現

規

開

臓

を

…
(
山
下
6

5
、
芦
川
英
樹
(
八
幡
6
一中
3

5
、
高
知
事
、
柏
木
敦
子
一
児
童
扶
諸
手
当
(
主
に
ハ
議
選
時

一

年

)

一

(

金

呂

中

3
年
)
、
福
島
幸
子
(
金
一
間
一
し
た
嬰
撃
を
聾
脅
し
て
い
る
母
に
支

マ
中
学
中
止
の
部
邸
内
美
京
(
大
住
3
一巾
3
年
)
、
田
中
啓
子
(
中
原
中
3
年
〉
一
拍
)
ま
た
は
特
別
児
賞
状
聾
手
当
(
時

さヤ

E
5
2
z三
三
三
三
三
三
三
三
三
ヱ
ヱ
=
三

E
5
5
5
2
2
2

告
の
あ
る
児
蜜
を
謹
育
し
て
い
る
者
に

支
給
)
を
受
一
給
し
て
い
る
万
は
、

今月は59年度市主民街第2!自由納期で
す。 8月31日まπにお近〈の金融機穏に
納めて〈ださい肉

。便利な振替納税をノ

援欝納税とは、金融機関があなたにかわ

って納続四手続きをする便利な方法。利

用されるブ対立、市内田金融機明仁郵便届

は除<Jへ申し込みを。

。納税貯蓄総合加入を

市内に制移民f蓄組合が300組合あbます。
お近〈の組合に加入してください。

-問い合わせ

市iQ'f苛収納課管理係内組280

お
白
か
ら
長
崎
屋
で
展
示

昭
和
五
十
九
年
度
調
連
ポ
ス
タ
ー
二
校
生
、
一
般
か
ら
総
訂
八
百
一
一
十

文
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
己
の
ほ
一
の
応
幕
が
あ
っ
?
百
ま
た
、
昨
文

マ
八
選
者
が
決
ま
っ
た
。
一
に
は
、
中
学
生
か
ら
四
百
四
十
乃
点
の

ポ
ス
タ
ー
の
部
に
は
、
小
学
生
む
七
一
応
募
が
あ
う
た
。

中
学
午
一
、
高
一
な
お
、

ζ

の
蝿
劣
何
口
山
は
、
八
月
二

宮月、 10月、 11月の 3か月間に

わたワ全国消費実態調査が行われ

る。この調交は、民主民の暮らし!句

きを家計磁から総合的』ことらえる

ものc

平塚市では、次の地区の一部の

i:itl停が対象となる。 8月下旬に調

査只が伺うので、こ協力をo

a 土屋、潟村、真忠、;黒部丘、高

浜台、真土、東八綴2T呂、平塚

中原l了目、御殿lT民
事務担当措筋課統計調査係

000下水道アイ@ラプ@タウンのみちしるべ000

。とき 8月23日(木)~28日〔火〉

。ところ 市民プラザ

骨内容・パネル緩示〈下水道白しくみ、

下水草の建設、汚水の処怒過担

等〉

・相談懇口(下水;t:i.に!習する相

談〉

・ピテt;;ずの放担〈力パゴンの下
水議探検〉

国汚泥沼科と花の柑子、ティッ

シュベ}パ一帯を委主臨者へ配布

する。
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床下薬剤散布日程

8月16日、 17白 長事軒町内会
8月18臼 飯島自治会、長踊町内会
8丹羽田、 21日 寺田縄町内会
8 !'l22臼 入野田了内会
8月23日 ふじみ野自治会
8月24日 ふじみ野自治会、主御住自治会
8月25臼 酋綴勉自治会、入山瀬自治会
8月27日 大畑自治会、市営問崎住宅自治会

よむ入自治合

8月約百九島自治全
8月30日 矢崎自治会、別北自治全
8月31日 真田笛部自治会、真田東西日自治会
9月 1日 千須谷自治会、坪之内自治会

9月 38 堀之内自治虫
9月4日青輔自治会
9月5白根下自治会
9月6臼 中久楳自治虫、花久保自治会
9!'l8日大久揮自治会
9月10日太田自治会
9月11日、 12日 片問自治会
9月13臼広111自治会
9月14日東町自治会
9月17臼 中庭第一自治会、中盗事ニ自治会

上郷自治会

9月18毘 吉宮町東部自治会、西町西部自治会
通町自治会

9月19日林間7自治会

流しから謂理〈ずや貴べ識しを流

古ないで。流す場合は自の細かい

カス取担を。

'カス取Dに購ったむみは、武を切
D、紙袋に入れて、燃えるとみに
出そう。

・ときどきヵス取bがflI(れてないか
点損しようe

・使えな〈なった貴用油は紙などに

しみこませ燃えるとEみに出そう e

・7由D事〈付いた貴器は、あらかじ
め紙などでふき取ろう。

・排水マスは、点検や簡捕を。

・洗剤の使用は、適正賞者。 担当市潔墳樺全韓議査指噂蝿

市へのご窓見や要E皇、苦情などが
あったら、お気軽!こお出かけを0

8月23日(木〉
14時~16時間崎公民館

• 19時~21時ふじみの襲金場

8丹308(木〉
.10時~12時措島公民舘

.14時~16時下島償稜セジタ-

9fl4日(火〉
• 10時~12時神田公民館

・ 14時~16時横内公民館

担当広報課広聴係〈内臆355)

臨時職員の募集

(臨床検査技師〕

。応葬資格 E菖床検査技鏑免許涯を所持する40歳

以下の女子。

o探用期間と葬麗人員
. 59母10月 3 尽 ~6C年 1 月22日 1 名

・ 59年11月 1 日 ~60年 2 月20日 1 名

。賃金と勤務時間

時給 605丹、午前8時30分~午後5時

。申し込み方法

履歴書と免許証の写しを市民日開院庶務課庶務

偶へ提出する。

電話 32~0014 

喫
揮
の

え

の

2m幸



チアガー)1..1マネージャー?女の子も応援スポーツマンらし< rお拍がL、しますJ

第
二
十
一
回
平
境
市
少
年
野

球
大
会
が
、
七
月
二
十
八
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
問
自
間
、

大
神
ス
ボ

l
y広
場
交
関
か
れ

ま
し
た
。
す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
っ

た
少
年
野
球
大
会
、
今
時
も
、

暑
さ
を
ふ
っ
と
ば
す
よ
吉
な
工

丸
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
ゲ
ー
ム
を

展
開
し
ま
し
ゃ

ly

出
場
チ
ー
ム
散
は
、
中
学
生

の
一
部
が
四
十
ニ
ヰ
ノ
l
ム
、
小
学

生
の
節
目
山
富
フ
ァ
ー
ム
で
、
合

計
百
四
十
一
一
一
チ
ー
ム
。

真
夏
の
十
八
全
戸
仔
に
、
と
に

か
〈
墨
い
の
で
す
。
ゲ
i
ム
を

見
で
い
る
だ
け
で
、
汗
が
び
っ

し
ょ
り
E

で
も
、

ζ
の
日
を
円
出
揮
に
し

て
純
留
に
純
習
を
重
ね
て
き
た

球
市
川
た
ち
に
と
っ
て
は
、
「
暑

苦
ιな
ん
か
な
ん
白
そ
の
」
。
熱

い
プ
レ
1
0見
せ
て
〈
れ
ま
し

た。
A
V

大
会
の
結
果

A
V
中
学
伎
の
部

・
優
勝
点
野
ク
ラ
ブ

・
一
一
位
大
住
ク
ラ
ブ
ジ
コ
一
一

ア

・
一
ユ
一
位
札
場
ヤ
ジ
ガ
l
ズ

・
日
一
一
位
中
原
タ
イ
ガ
l
ス

会
小
学
生
の
部

・
理
勝
高
村
少
町
一
昨
貯
球
部

・
一
一
位
大
野
ク
ラ
ブ

-
一
一
一
一
位
間
減
少
』
年
野
球
ク
ラ

ブ

・
一
一
夜
は
醤
ク
ラ
ブ

わがチームの名プレーにうれしそうなお時さんたち

「さ晶、い〈ぞ/Jこのファイトマ勝制

野毅はチームプレー「送坦パントJセーフかアウトか「ナイスパッティングj

む出J苫内容野菜、果実、魚介類、菓子等

の即売、市民白みなさんの手作白作品、地

酒、モの他

出雨天白揚合は、なんでも夜市は中止、翌日

仁午前7時から10時まで〉聖子莱、果実泊朝

市を開く。

担当地域づくり課亡内観263)

邸
周
年
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会

平
壇
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
で
は
、
今
年
一
を
募
集
し
て
い
る
。

立
三
十
周
昂
を
迎
Z

え
た
た
め
、
八
月
一
お
茶
、
お
花
、
鮭
闘
な
ど
、
ヵ

二
十
六
日
(
日
)
市
民
セ
ン
タ
ー
で
記
…

h
l
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、
長
い
癒
史
の

意
式
典
舟
五
行
う
。
一
香
り
に
つ
つ
ま
れ
た
飛
騨
町
小
京
都
を

協
会
は
、
昭
和
二
十
九
年
神
崇
川
菌
一
訪
れ
、
グ
ル
ー
プ
活
動
自
糧
に
し
て
み

ん
一
品
目
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
が
一
て
は
い
か
が
。

む
一
平
壇
玄
関
か
れ
た
り
を
契
機
に
持
廷
し
一
マ
日
程
お
よ
び
費
用

時
一
た
も
の
で
、
一
ニ
!
?
周
犀
を
お
祝
い
し
、
一
・
軍
1
隠

8
月
お
羽
(
土
)
i羽
田

川
一
一
流
チ
!
ム
か
招
待
し
て
「
記
念
競
技
一
(
臼
)
一
一
万
八
千
九
泊
五
十
円

溜
一
会
」
が
聞
か
れ
る
。
ザ
び
、
と
覧
を
。
一
・
第
2
回

8
月
幻
日
(
月
)
3犯
日

間
叫
一
門
創
立
一
-
平
調
印
訪
日
吉
夫
会
一
(
火
)
一
一
万
七
千
九
言
五
十
円

咋
一
マ
日
時

8
月
町
四
日
(
日
〉
一
い
ず
れ
も
平
塚
線
午
問
7
時
括
卦
出

枕
一

V
A蕩

見

附

寝

室

一

発

新

幹

綜

と

特

急

「

ひ

ざ

で

往

清
一
・
大
学
問
字
東
海
大
学
対
青
山
学
院
一
復
。
却
す
自
尽
平
塚
駅
着
午
後
5
時
臼

勝
一
(
ロ
時
ぬ
分
r

、
九
時
〉
一
分
の
予
定
。
高
山
市
内
は
自
由
型
行
動
。

積
一
・
日
本
リ
ー
グ
女
子
目
立
戸
理
対
日
一
マ
募
集
人
員
各
自
共
胡
入

何
一
一
本
航
空
(
日
時
i
日
時
ぬ
分
〉
一

v問
い
合
わ
せ
先
国
銑
平
壇
駅
旅
行

性
一
円
v
入
調
耕
一
般
五
苦
肉
、
高
校
四
百
一
セ
ン
タ
i
(電
話
お
!
一
E
ハ一一一

O
〉

同
一
円
、
中
学
一
一
一
百
円
(
に
し
き
ス
ポ
ー
ツ
一

J
Eに
て

書

官

一

入

レ

民

約

f

~
関
門
(
均
八
け
誌

/
科
目
{
六
怪

とき 8Jl25日(土〉
午桂6時から 9時まで

ところ 晃隙合体育館前広場

平
塚
少
女
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
結
果

第
三
回
平
堤
前
少
女
Y
ブ
ト
ポ
j
ル

一

テ

レ

ホ

ン

サ

j
ど

ス

大
会
が
、
七
月
二
十
八
日
と
七
月
二
十
一
身
の
上
柑
談
や
、
レ
ジ
ャ
ー
情
報
は

九
日
の
二
日
閥
、
し
ら
さ
者
与
出
場
で
開
一
手
軽
に
日
開
け
る
3
7
レ
ホ

yサ
ー
ビ
ス
の

か

れ

た

。

一

月

」

利

用

を

ρ

今
大
会
に
は
、
市
内
各
地
区
か
ら
-
こ
す
梢
習
生
活
相
談

n
m
O九一一一

十
七
チ
1
ム
四
百
六
十
三
人
が
事
加
、
一
マ
求
人
情
報
幻
一
七
一
(
〕

熱
戦
の
す
え
、
徳
延
北
4
7
1
ム
が
罷
勝
一
wv
青
少
年
相
説
つ
内
五
六
朗
一
1
1

し
4
ん
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

po
一
0
0四
五

・
曜
勝
徳
延
北
・
増
中
盤
勝
下
山
…
wv
捕
人
白
悩
み
C
と
相
談
。
政
五
!

二
二
一
位
盛
岡
A
、

若

草

五

O
ニ
i
二
八
0
0

マ
住
宅
案
内

O
四
五
i
六
四
一

龍
一9月は第2、3月曜日

自由!こ事J!者できます。〈開料開放J

開放種呂 卓球、パドミジトン、パスケット、

軟式庭球(13~J6時〉、、バレーCl6~2C時〉

民苔種目とも、ラケット、シャトノレ、ポール

は必ず各自持審査o (母育館には用意して

ありませんノコ

S 月 lJ 宮、 Ol)午後 1 草寺~8待

9 fll0臼(月〕グ
5月17厨(丹) 11 

一運動のできる服装で委参加し、とばき用自運

動ぐっ者用意して〈ださい. く貧富内は土足農支

欝です。コ競技場内でG')j勝賞は禁止です.

んさ惨ふみのブラ駒
飛
…
空
間
山
ツ
ア

i

山
川
飛
開
高
山
へ
、
カ
ル
チ

h
i
g悼白

の
一
ツ
ア
1
聖
行
う
こ
と
に
な
り
、
事
加
者

醐
一
部
一
の生学中

主盟主語 樟膏輯 建童話31一部60

平塚東工業団地
入居募集

市内の中小企業で、工業

沼地へ新規進出希望がある

企業を葬聾している。

。葬薫物件

所在平壕市コペ神342J~4

く工業地域〉

・敷地面積 643，67m' 

・建物謂積

1階 234m'CI湯〉
2摺 93.6m'(事務所等〉



-上映映闘たぬきのいる町、黄色い雨がさ

・対室長 朝と子 100人

女納涼音楽まつ甘

会館利用サークルによるコーラス、ポァプ

ス、アコーヂィオY等の生苦望書。入場自由。

・日時 8月26B(白) 18時30分~20時30分

・場所文化セYター公溜〈雨天のときは会
館築会室〉

食費少年~手教室
空宇白基本動作を身につける。

・wl日 8 月 5 日 ~11月 14司毎週水曜日

・時間 19時30分~21時

・対象青年15人く空手蕃持夢〉
・スオミ-y保険相 1，35び司

*英字新筒iこ殺しむ教室

期日 91ヲ 6 日 ~12月初日 毎週木曜日

時間 19時~21時

対象青年、ーイ投 20人
・教討授毎月 650FQ

女初心者の七宝焼教室

朗自 9 月18 日 ~10月 2B 毎週火曜日

¥時間 18時30分~20時30分
・指導久慌照雄子さん

・対象青年、一般 30人
・敢討!'1 1， C閃円程度

合初，心者の太極挙教室

，!田臼 9 月 22 日 ~12月 8 日 土曜日一
・時間 18時-19時40分
・指導石井真一民

対象青母 30.人
テキスト代 1，500内
'"催し物の申し込み電車紛為む来館を

会休館臼 荘五島月曙日 9月15呂、 9月23臼
合青少、年金措

干254;"議関前T12-41 電話32-702宮

*~重体みこども峡廼会

ー8丹羽田〈呂)10時、 14時ー 3潜ホ}ん
「ピツどり新しい震倹J方ラー88分

会号央 E器 会
. 9月2臼〈日)10時、 14時 3陵ホール
「背負子〈しよいこ〉物語jカラー32分
山涯を訪れる人々を過して、生きがいとは

何かを考える詩構豊かな陪品。

f/j、さな車問¢物語jカラ-33分
あるロ}カル融自軍司長一家を中心こ、ほ白

lまのとした人間愛の物語。

公こども玖顔会

'9J'l9日 CB)10時、 14時
「幽霊屋敷Jカラー20分
イギ1)ス伯作家オスガー・ヲイノレドのノJ泊耳
在、子供向けにしたアニメ}よノョン。

「甫趨犬タローJカラーアニメ26分
雪と氷におおわれた無人の南盛大官室に、タ

ロ~とジローは生きていた。

「冬をζずいきものJカラー19分

*~重体みの理可用時間

<>貸出室、委参考霊室、学留室

火~金曜日 9時-17時50分
・土、日闇臼 9時-16時'5C分
。こども箆

・火~日曜日 9時-16時5C分

合参考君主、学習窓の利用

8月初日までの夏休み期間中、 3踏襲考

主主、学習主主は指定帯制となっている。定数以

上の入童話まできないのでむ了承を。

(6) 

マ
:
中
央
公
民
舗
で
は
、
皆
吉
ん
に
評
評
で
あ
る
市
民
大
学
講
座
、
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
の
秋
期
講
座
を
号
、
ζ

ム

マ
ε

と
に
な
D
、
受
講
生
者
募
集
し
て
い
る
。
畠
揖
は
、
い
ず
れ
も
中
央
公
民
説
。
な
お
、
定
員
以
上
の
申
し
込
ム

マ
み
が
あ
る
場
合
は
、
抽
出
ぜ
ん
と
な
る
由
で
む
了
承
在
。
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なお、委参考案を利用する際は、バッグ紙

袋類をコイYロッカーに入れてから入室を。

くロッ力ーは10f弓硬貨による.!J~ターン方式〉
合体実宮日 毎i皐月調日、月末
会顕著書簡 干254浅間町役 引書童話3ト司415

口
M
川
崎
重
市
陸
菱
重
は
、

引
醐
を
次
り
と
お
り
会
費
レ
た
。

竿
醐
7
議
設
番
員
谷
間
滋
弘
氏

民

醐

マ

同

青

木

一

郎

氏

係

醐

マ

同

木

村

勝

治

氏

:
マ
監
査
室
田
六
月
二
十
音

マ
監
査
E
守
備
前
監
護
基
準
に
よ
る

門
誌
塞
費
第
士
一
三

小説・文学

一日だけの殺し麗

死刑台へ白疾走

沼輔の奨

菊慈重量

社奴

ζ ろぷはおへた

惑を駆け抜ける男

涙ながして、また夜

雨四日のエコ}ノレ

不器用な愛

中年に符ができるか

家庭・生活

山野草入問 中山軍司

たのしい鯵工芸123 a保靖子
宮脇綾子アプ1)ケ 宮脇綾子

部ちゃん体損 高口保明

叱り上手叱られ上苧 予告藤茂太

社金制学 aその地

新・接着の秘密 本山卓彦

教訴追跡レポート 競売新関社

墜史を変えた決断の瞬間会出雄次

進路・職業ガイド 大先愚生

スタイ1)スト 山口密々編

京乙の外にもいろいろ新しい本が沢

山あbます。

偶 12v B • • m藍
~I 申円頒体段
事 41，し主主恋裁ピ
詰札制胴刊

32平み)格 A 付
l境免 5 い
ヨ王 F布一 五事jて
八博子千い

雪器製 史書『
〉南極 こ単一

頁

-申

60f弓切手間封のうえ申し込みを。なお
然白新開J最新号を博物鰭受付で配布して

る。む利用ぞ。

差是示品 1，古代の陶器」
近年、市内各地で発調調宝まが行われ、多〈

の緑樹輝鍔が出土している。古代平塩田鹿史

をひもとくヨえで、貴重なCり捷軒を各調査

団から信用し、今回、博物館2階展示室に f焼

物の滋，古代田陶器Jを展示した。ぜひむ来

銀役。

まな咋問自 主長選月膿丹、月末

会博物躍中254揖間貯Jl2-41鷺話33-511l

*A塁空約漆「挟磁のタベJ
・8時 8月25日仁土)19時-21時
ー場所青ザ年金熊[AIJ広場く雨天由ときは品
館盟会議〉

M皇を見る会「衰の寒波j

宵に鵠る衰の盤i'!'と惑翠を鏡嵩ずる。

・臼時 8 月28臼〈ゾ018時~20時
場所博物館斜学主主〈害方日自由〉

会頭然警護軍霊会「滋松山」

初駄目高松山に登り、地質や動会遺物を観軒

ずる。 て雨天中止〉

日時 9月 2日〈臼) 8時-16時
・場所山北町高松山付近

申し込み 8月25臼までに往復はがきで。
多数白ときは、指せんで犯人。

女体験学潔「わらぞう世づくりj

s日時 9月 9B (臼)10時-15時
'場所博物紹斜学教室

申し込み 9)H臼までに往復はがで。
多数百ときは、抽せんで30人。
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怒金場開i盟セY占}

量覇受吋 午後1時-2時
豊富母子鍵L鼻持横本欄・思j照と軍配熔

異在持番

9月 4臼 58年 3J'l1日-10日主主
9月11日 58年 3月11日-20臼主主
9 J'l18日 58年 3月21日-31日生

離覇轄謹覇欝重量
富富対量 2競 61号、月までの乳幼沼
藤盛場平塚探健所

車韓日程 9月3呂、 10目、 17日
緩時間午前9時-1α時30分
盤申し込み笥革路で平壇探健所く32

-0130)へ予約する。できるだけ先
に乳幼i巴錨制教慈の受講者。

出重量出公民館

21巨額健センター、
高中央農協土沢支所

軍事前期〈妊娠6か月までの方〉

. 9月3日、 10B
綴後期 E妊娠8iJ'月以上の方〉
• 9月17日、 25白
書車会場樺嬢センター

重量時間 午後l時30分-4時
麹申し込み 覧車話で保健セ Y点}

く34-0311)へ。主治盟主自許可を得

乙にしさと乙

小西塁子ちゃん
会平揖市上平塚11-46 古向電気
工業株式会社にお勤め白ノ'J¥西健二
郊さんは口歳〉と小西出莞子さん

く32歳コの長女。現在7か月半で
身長73c量、悼重 7.8岡、 58年12
月28日昼三まれ。

家では、大きな声を出してよ〈

笑うけど、よその人の市iではあま

幻笑わないE里子ちゃん。パノ対立、
ブランコやユJ):カゴ主主作ってくれ

たj)、散揖につれて行ってくれた条

j)ずる白で大好き。

一一・ぺ/'/忍ρ、R'.づ之

中原公民館、金自公民

館、米岡崎公民館

6日、 2m 神間公巨設官、試金沼公
民館、民誠司F公民館

7呂、 28臼 保健センター

豊富舗1期 3図受ける
・封書裂 2歳 (24カミ月〉から4歳(48
i'J，月〉までの幼児。なお、接種間腐

は 2問、3部とも 3週間から8i車問。
繍第2期 l留受ける
ー対象第1期の 3回目が終わって
から1年以上1年 6il，月以内白崩笥
に受ける@なお、第1期を早めに受

けて、第2競もなるべ<4綾までに
鰐了するようにしていただ吉たい。

E宮月1
5日、 26日

務会場時健センター

趨受柑午按1時-2時
磁芭王子鍵廉手帳本冊ー期j冊と謹言己用

民有乞持事

9月13臼 58年 3月生

よ

1閉も受けていない人。
豊富YペノレクJ)/'接種
( 9月】
11日健録会館、稽社会館
横内公民館

12日 湖北公l>';!朝、大野公民館、
民重量印公民館

成人間相殺

需話 (34)0 3 1 1 

。毎週月金曜日〈午前中〉

保健センヲー{健康績談

市役所B会議室毎月第2月曜日
・探緩センタ」 偲週水曜日

E平境保曜所] (篭話32-{l13uコ
頚日時毎週末曜日午後1時-5時
観相談方法霞話・面接手祇

隣会場平塩保健所

に

を

地

境

づ

く

り

謀

市

民

生

活

掃

(

内

組

パ

y
用
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
楊
梅
揖
・
ふ
ろ

崎

欄

一

一

一

宮

)

が

堤

富

事

典

、

テ

レ

ピ

ゲ

ー

ム

、

て

G
一

マ

議

自

ま

す

オ

ル

ガ

ン

、

ヱ

レ

ク

ト

i
y、
子
供
用

し

C
一

・

七

五

…

一

一

白

洋

服

一

式

、

5
3
6揖
用
自
転
車
(
日
イ
y
チ
)
、
ヘ
ル
メ
ッ

過

B
一

経

で

一

男

子

衣

捕

、

学

習

机

、

大

人

間

ベ

ッ

ト

、

コ

ン

ビ

ブ

ッ

ク

、

ラ

ン

ド

セ

ル

府
間
一
み
な
さ
ん
の
と
協
力
で
、
問
い
合
わ
ド
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
工
芸
ミ
シ
マ
譲
っ

Eだ
さ
い

か
乳
一
せ
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
ン
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
貴
室
田
市
テ
・

1
5
2寵
南
女
手
衣
類
、
ベ
ビ
1
ベ

制
由
一
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き

1
プ
ル
と
い
す
、
下
室
、

2
段
ベ
ツ
ッ
ド
、
喜
棚
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

2

ま
一
に
は
、
決
ま
っ
て
い
る
も
白
も
あ
る
の
ド
、
子
供
用
食
卓
い
す
、
竜
子
ジ
ャ
ド
ア
冷
蔵
庫
、
積
木
、
グ
ラ
y
ド
ピ
ア

重
る
一
で
、
む
了
承
を
。
ー
、
白
黒
ア
レ
ピ
、
扇
風
構
、
ス
テ
レ
ノ
、
英
文
h

タ
イ
プ
…
フ
イ
タ
i
、
乳
母

対
す
一

醐
醐
達
一
A
V
不
用
品
田
富
録
陣
情
報
は
オ
、
窓
用
ク
ー
ラ
ー
、
除
湿
器
、
プ
ロ
車
、
子
供
用
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

9Jl6羽(本〕
1，時3自分-15時50分

中央公民館ホーI~

きoとン工L ~ずン、yフ

く〉ところ

-司会 7げて滋民〈社会教育主委員〉

・助言霊 平出彦イ二民〈横誤属大教授〉

パネラー原田三郎民亡毎日新総論説番員〉

歌山芳IJf'日〈教育評論家〉

久保田喜代美さん〈母親代謹〉

山照弘民〈父親代表〉

:E樺平理市教膏祭典晶、中史公民揖

l lËl自午前10詩~12a寺

センターホーノレ

-入場鮪部

・む家族おそろいでお出かけを

主樺市民センタ-(電話32-2235)

午後 1 特~3時2郎関
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プ
ー
ル
由
東
側
に
備

一
色
み
え
れ
一
つ
で
は

対
応
官
醤
ず
、
。
み
か
散
乱
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
道
路
沿
い
田
松
林
に
も
む

み
由
投
げ
捨
て
が
多
〈
、
一
ー
か
所
に

襲
め
て
処
一
蔑
し
て
も
嵐
で
舞
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
色
み
か
P
を
増
設
し
て

も
F

口
走
れ
ば
美
観
k
p品
開
た
れ
、
情
謀

な
公
開
闘
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。〈
高
浜
台
荻
野
ヤ
ス
子
さ
九
〉

に
話
相
京
公
民
館
(
慢
話
幻
六
一
八

六
〉
へ
。
定
員
八
人
。

録
音
図
書
由
ポ
ラ

y
テ
ィ
ア
聾
高

講
座
が
聞
か
れ
る
。

円

v期
日

9
月
7
5か
ら
信
週
金
贈

日
〈
生
花
田
)

マ
時
間
午
前
叩
時
i
ロ
時

門

V

会
場
平
塚
市
犠
社
会
館

マ
申
し
込
み

8
月

naま
で
に
、

社
会
福
極
協
議
会
(
寵
語
お
一
一
一
一
一

一一一一一口へ。

マ
日
程

9
R
3
aか
ら
日
月
H
日

ま
で
の
週
2
5
3回
(
金
四
日
間
)

マ
時
間
午
控
6
時
5
8時

マ
ム
出
説
明
平
壇
商
工
会
謹
所

マ
受
講
耕
一
万
八
千
円

ごみ

マ
内
容
初
融
謡
記
(
入
門
か
ら
3

級
軽
度
ま
で
)

ヤ
申
レ
込
み

8
月
白
日
ま
で
に
平

塚
商
工
金
議
所
〈
松
風
町

2
i
m
-

笥
語
n
i一一五一
O
)
へ。

…
よ
智
綬
大
公
開
講
康
一

マ
日
寝
間
刷
局
6
臼
か
ら
21月
幻
自

ま
で
む
土
曜
日
〈
全
日
山
凶
〉

マ
時
間
午
控
1
時
加
分
1
3時
初

分
(
ぬ
月
6
臼
は
ロ
時
組
長
開
始
〉

マ
テ
ー
マ
英
語
英
会
話

マ
対
象
初
級
岨
人
、
中
級
ぬ
人
、

た
だ
し
、
学
生
、
生
誌
は
除
く
。

マ
テ
キ
ス
ト
代
一
千
舟

マ
申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
住

所
、
郵
夜
番
号
、
氏
名
、
性
廊
、
卑

齢
、
積
語
蕃
号
、
初
組
・
中
組
の
到

を
認
入
し
、
一

T
M粟
野
市
上
大
桜
山

主
台
九
九
九
上
智
短
期
大
学
公
開

講
陸
(
電
語
剖
七
八

C
C
へ。

今
勤
労
者
の
美
術
援
を
一

第
詩
的
神
高
川
県
勤
労
者
養
摘
展

炉
開
か
れ
る
。

守
期
間

9同
月
刊

M

B

(
京
)
5
9月

吋
四
日
〔
日
)

マ
会
場
横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
2
1

マ
輯
呂
輪
出
回
〈

m
i
m号
)
、
写

真
〔
四

Y
切
D
〉
、
審
(
京
費
接
)

マ
拝
品
描
入

9
月
9
臼
(
毘
〉

マ
問
い
合
わ
せ
兜
県
吋
ノ
酷
福
祉
課

〈
噂
語
δ
四五
l
ニO
一i
一二

円
融
的
O
五
六
〉

マ
募
集
斜
呂
溶
接
耕
、
ア
ロ
ッ
ク

建
築
軒
、
建
築
設
備
掛

マ
入
枝
川
N
月
1
B

マ
受
け
付
け

9
月
3
aま
で

つ
い
丈
は
、
許
可
柴
件
に
な
み
の
持
れ
た
湯
所
へ
出
し
て
王
だ
さ
い
。

ち
帰
り
が
九
っ
て
お
D
、
使
用
者
に
ま
た
、
道
路
沿
い
の
松
林
に
つ
い

は
、
特
に
と
協
力
ぞ
お
願
い
し
て
い
て
は
、
一
か
昆
ド

ま
ず
。

l
ル
や
清
掃
を
Y

一
方
、
最
近
は
丞
摩
百
む
み
の
持
し
、
位
黙
と
し
ず

お
額
い
絞
で
利
煎
者
に
控
議
を
呼
び
ち
込
み
が
増
え
て
お
b
、
大
変
誉
滋
掘
っ
て
い
ま
す
。

と
み
目
掛
け
て
い
ま
す
。
し
て
い
ま
す
陸
軍
庭
で
白
色
み
は
、
出

四
か
街
白
ま
士
、
日
閣
官
等
の
行
事
使
用
に
地
域
で
定
め
ら
れ
?
直
に
、
決
珍
b

す。

… r 

¥議マ

マ
問
い
合
わ
ぜ
先
湘
開
境
地
説
購

セ
y
タ
i
(電
話
お
一
九
六
閉
〉

ヤ
技
能
検
定
準
備
講
習
(
機
構
・
仕

上
作
業
)
実
技

・
日
程

8
白月刊日
5
1
8月
訂
目
、

9
月
日
日
5
9凸
月
比
白
の
2
コ
l
ス

マ
噴
気
工
事
準
備
講
習
実
技

・
日
稽

8
丹
幻
H
5
9月
7
阜
の

月
、
京
、
金
曜
日

マ
高
圧
電
気
工
事
技
栴
省
準
備
議
哲

学
斜

-
臼
穏

9
月
間
百
5
日
月
5
日
の

月
、
京
、
金
瞳
呂

マ
問
い
合
わ
ぜ
先
事
野
高
等
職
諜

訓
練
校
(
電
露
出
1
0
八
七
O
〉

不
問
問
ロ
聞
の
交
換
会
を

平
岡
概
市
消
曹
者
白
金
で
は
、
不
用

品
交
換
金
そ
開
く
。

マ
畳
け
付
け

8
月
目
白
(
木
〉

i

8
月
幻
自
(
金
)
、
午
前
問
時
i
午

桂
4
時
た
だ
し
、
動
植
物
、
貴
金

属
、
掃
人
服
で
誠
一
符
遅
れ
り
も
の
等

は
畳
け
付
け
な
い
。

7
臨
州
諸

8

8
月
時
日
(
土
〉

3
8

月
四
臼
〈
日
〕
午
前
閉
山
時
5
午
按

5
時
マ
ム
出
場
い
ず
れ
も
梅
田
開
6
爾

昭
和
田
年
3
舟
か
ら
百
本
に
留
学

す
る
高
校
生
昔
、

1
年
間
畳
げ
入
れ

る
軍
庭
を
募
集
し
て
い
る
。

間
い
A
P
回
せ
は
、
同
問
問
法
人
工
イ

.エ
7
・
エ
ス
日
本
協
会
(
電
話
。

一
一
一
!
五
九
一
五
四
八
八
)
へ
。

赤
十
字
増
強
運

動
の
結
采
で
す

市
島
の
出
国
さ
ん
の
な
協
力
に
よ
れ
ジ

昭
和
五
十
九
年
産
示
十
字
社
員
増
強

犬ねこの巡回収容
県動物保護セン丘一では、捨て犬、捨てね

とによるのら犬、自らね己白増加と、火、ね

ζによる危害を防ぐため、今回も次の臼程で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑J r犬の鑑
札注射持票J r愛犬守当理j
会場へお出かけを。なお、収宅

は10分間。また、ねこは蘇袋かダンボール籍
。こ入れていただきたい。

9丹1 臼 (ニ七) 9月S琵 (土〕
9 '00 神田公民館 9寸口0 松原公民館
9 '25 大野公民笠宮 9 ' 20 須賀公民館
9 '50 畳間公民館 9 '40 花水公E設官
10' 10 揖島公使館 10' 00 篇土見公庄資宮
10 ， 30 金田公民館 10' 30 中京公民貧富
10 ' 50 関崎公民笠宮 10' 55 加公民館
11'10 金自公民館 11 ， 15 吉沢公民館

宮

の築造等、雲家康入』守直接に興施さ

れた諸事業にたアさわった。

1村を歌人〈本市真田・襲野市

羽根の年員置付状からすると最高

6人〉の代官たちによって支配す

る形部〈相代官制〉は、忠次白死

後とられたもむである。忠次苑挫

の当地庄の支配は、そ由配下であ

った代官たちによって91き継がれ

ζたとから生じたのであろう。

中原の代官所〈陣軍〉によった

代官には、中111・有谷・大谷・興

津成期・万年・坪井・米意・世

田・守澄・平岡・板井等由諸民が

おl?、 ζのうち成瀬・珂明白2民

は教代にわたって勤め、成瀬民は

江戸揖荊酢を遊fフ、坪井民は整法

寺に墓所を持つなど、平壇とは特

に深い関係省E持っていた。そして

ζれら白代官は、大堤以下田金目

111や花水IIICD改催、玉111(現世回
j 川11口).鈴1れ1[め由改酵

D、平壇宿由重慈藍備など、忠次由た
ずさわつた事講と共に、平壇由耳混毛

主在王日;にこi通畠ずる諸事雲葬芋に当たつた@

写真は、要法寺へ寺領として8

Z王者与えてほしいという、代官坪

井良勝の添状である。(文主賓臼

井弘〉出荷たずねは市史綴さん冊

〈穏結31吋0429)へe

E 代官坪井良勝の添状

i 中原

E 市内中原地区には、江戸時代の
さはじめから中むろに烹るまで、帯

E府代官白勤める役庁前?置かれ、多
E散の代宮がこ乙に勤めていた。
三 己申役所を中原代宮所〈中原陣

三塁コ、 ζζによった代営在中原代

E官と呼ぶ。そして、 ζの代宮たち
さは、 1人で1村を支配するむでは

Eな〈、数人で支配するという、全
三盤的に見ても全〈珍しい支配%部

Eを取っていたζ とがあb、またそ
三白勢力も極めて指かった。

~ cの地に陣屋を最初に設けたの
E は伊奈備前守忠次く1550~1610コ

主である。忠次は 1万石田大名で、

5地方〈じi;ltcJ支配にすぐれ、代
E宮践として武蔵・相模を中心とし
Eた地自幕領在支配していた。
E 中原に陣尽を設けた白は、背後
三に相模第一白米産閣を控えた交通

Eの要地であl?、また軍鹿の来泊の
き多い所である己とD'らと思う。そ
三して、家康の命令・事館白掲示の

Eもと、総触頭〈ふれがしら〉にと
~ l?立てたま井帯刀〈小111民福〉や

E配下の代宮たちを使い、市内にお
きいては、中原御酔の輔舗、中原の

芝町司中原街道づ<lJ、中隊櫛林昭

= .IlIJ殿、東海道'薦入渡しー平壇宿
づ<lJ、金団111大壌〈おおづっみ〉
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写 4 や

朝夕由犬由散揖は、犬の鍵鹿白ために必要なこ

とだが、 E盟るのは、犬四7/、を放置するζ と。

帯主主上よ〈ないことはもちろんのζ と、協同の人に

たいへん謎L翌日こなる。 令犬のブY、は、鈎い:tCD

景任においてことに埋めるなど始末しよう。なお、

道路側溝には入れないζ と。

く〉巡回関稜 8J'116日〈木)1C時~15時市役所

/8月22日正ガ() 10時~15時駅北口/8 月23自

仁木) 9 時~16時 日産車体/8月24日 E金)10

時~12時東中原住宅集会所 E東中原地区〉・ 13

時~15時中原市学校 E中原地区) /8月27日

f月)10時~15時平寝台関庁舎/8 月28日(火〉

9時~16時日産車悼/8 月29 臼(JJ<) 10時~15

時釈北口/8J'131日〈金)10時~15時三共/

9 J'1 3 日〈月)10時~15時平田重工業/9 月11

日〈火) 10時~15時駅北口/9 月12 日伐() 10 

時~12時三興製作所 13時~15時日本クラロ

ンコルク/9月13日仁木) 10時~15時三菱樹脂

/9月14日〈金)10時~12時八重量槽本舗・ 13時

~15時農協教膏セYター

ーャご協力ありがとうございました一一

東海大学982入、日設車庫454人、皿塩中君主薬剤

師会188入、平器工業高校111入、東海大学ロータ

}アクトクラブ104人、石塩研究所48人、 岩井金

高32入、駅北口129人
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